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「先生」と呼ばれる立場に責任を感じながら研修生と向き合う

初めてできた外国人の友達と一緒に（右から２人目）

　私は2014年に研修した四国研修センターに
今年の１月、スタッフとして戻ってきました。
主に厨房での食事づくりや食品加工の部門を任
されています。スタッフとして働くのは研修生
の時とは全く違い、責任の重さを感じながら
日々過ごしています。
　研修前、私は何事にも自信が持てない性格で
した。特に初めて取り組むことに対しては心配
をし過ぎるところがありましたが、日本での研
修を通して、自信を持ってできるように頑張ろ
うと前向きに考えられるようになりました。今
回日本に来るときもスタッフとして働くことに
対して、私に務まるかな？　と不安もありまし
たが、「自信を持って頑張る！」と決めてここに
来ました。
　これから３年間、研修生の時にはできなかっ
たことをたくさん勉強して帰りたいです。お菓
子のつくり方、特にデコレーションケーキにも

興味があるので勉強する機会があるといいなぁ
と思っています。
　今、私の国は政治的な問題を抱えてたいへん
な状況ですが、現地のスタッフができる活動を
続けながら頑張っています。私も国のことを思
いながらここで頑張っていきます。皆さん、ミ
ャンマーの活動を、そして四国研修センターを
応援してください。よろしくお願いします。

自信を持って頑張る

ミン・ミン・タン（33）
愛称 ： ミン

■出身国　ミャンマー
■研修歴　四国研修センター／

　地域開発コース（2014年3月～12月）
■現在の職業　四国研修センタースタッフ

スタッフとして
責任の重さを感じながら
頑張っています！

今月の

日本で学んだオイスカ研修生の今を紹介します。OB &OG

FILE
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人間の生存に不可欠
な “産業・精神・文
化” のバランスを大
事にした発展を世界
規模で推進していく
ことを目的として、
このように名付けら
れました。

OISCAという名称の意味

O rganization 機構

I ndustrial 産業

S piritual 精神

C ultural 文化

A dvancement 促進

What's OISCA

　オイスカ・インターナショナルは、「すべての人々がさまざまな
違いを乗り越えて共存し、地球上のあらゆる生命の基盤を守り育
てようとする世界」を目指して1961年に創立された国際協力NGO
です。現在、41の国と地域にネットワークを持ち活動しています。
　公益財団法人オイスカは、1969年にオイスカ・インターナショ
ナルの基本理念を具体的な活動によって推進する機関として生ま
れ、主にアジア・太平洋地域で農村開発や環境保全活動を展開。
特に人材育成に力を入れ、オイスカの研修を修了した現地の青年
は、各地で地域開発に取り組んでいます。国内では、農林業体験
やセミナー開催などを通して啓発活動を積極的に進めています。

日 月 星 辰 公益財団法人オイスカ  理事長  中野悦子

全
人
類
が
生
き
る
道

　
「
今
や
全
世
界
が
生
き
、
全
人
類
が
生
き
る
道
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。

　

原
子
力
時
代
を
迎
え
、
第
二
の
産
業
革
命
の
到
来
が
予
想
さ
れ
、

原
子
兵
器
の
恐
怖
の
な
か
に
、
明
る
い
未
来
の
影
像
を
描
い
て
い

る
。
恐
怖
な
く
不
安
の
な
い
平
和
世
界
を
迎
え
、
全
世
界
が
生
き
、

全
人
類
が
生
き
る
た
め
に
、
第
二
の
産
業
革
命
に
先
立
っ
て
、
産

業
精
神
の
革
命
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
生
き
る
本
体
す
な

わ
ち
実
践
活
動
は
産
業
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
人
類
が
生
き
る
た

め
に
は
産
業
を
主
と
す
べ
き
で
あ
り
、
産
業
が
生
命
の
根
拠
と
な

る
。
宇
宙
の
大
生
命
を
継
承
し
た
産
業
へ
の
前
進
で
あ
る
。
こ
の

産
業
あ
っ
て
人
類
世
界
は
進
化
発
展
し
、
国
土
の
経
営
が
な
り
、

人
類
は
天
賦
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　

奥
深
い
産
業
の
意
義
を
精
神
的
に
究
め
て
、
人
類
生
活
の
基
礎

と
し
た
い
」（
創
立
者
・
中
野
與
之
助
著
『
産
業
の
宗
教
』
よ
り
）

　

大
東
亜
戦
争
終
結
よ
り
八
十
年
と
い
う
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

日
本
は
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、
原
子
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ

て
い
ま
す
。
創
立
者
は
原
子
力
を
平
和
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

生
活
が
豊
か
に
な
る
こ
と
を
十
分
知
り
な
が
ら
も
、
人
類
が
真
の

幸
福
を
得
る
た
め
に
は
産
業
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。

創
立
者
が
説
く
と
こ
ろ
の
産
業
と
は
、
宇
宙
大
自
然
（
太
陽
・

月
・
星
な
ど
の
天
体
・
大
地
）
の
恩
恵
に
よ
っ
て
、
物
を
産
み
出

す
業
の
こ
と
で
す
。
大
自
然
が
正
常
で
あ
れ
ば
、
陸
で
は
豊
か
な

稔
り
が
得
ら
れ
、
海
で
は
大
漁
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
日
の
よ
う
に
異
常
気
象
等
に
見
舞
わ
れ
ま
す
と
、
甚
大
な
被
害

を
蒙
り
、
生
活
に
支
障
を
来
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
創
立
者
は
こ

の
人
類
萬
物
を
生
か
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
大
自
然
に
感
謝
し
、

大
自
然
と
共
存
す
る
（
過
剰
に
搾
取
し
な
い
）
道
を
歩
む
こ
と
が

国
土
を
守
り
、
人
々
の
生
活
の
安
定
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
上
で
工
業
を
発
展
さ
せ
る
。
そ
の
行
程
を
経
る
こ
と
が
、

す
べ
て
が
生
き
る
道
に
な
る
と
考
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

わ
ざ
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表彰状を手にするオイスカ国際カレッジの黒田祐之進
理事長（中央）と冨樫専門家（右から2人目）

地域や国境を越え、協力して取り組むボラン
ティア活動で、参加者同士の絆も深まる

国
内

国
内

太田氏の著書「森林飽和」をベースとした講演に熱心に聞
き入る参加者

海
外2

0
2
4
年
12
月
10
日
、
北
京

の
日
本
大
使
館
で
在
外
公
館
長
表

彰
授
与
式
が
行
わ
れ
、
一
般
財
団

法
人
オ
イ
ス
カ
国
際
カ
レ
ッ
ジ
と

そ
の
理
事
で
あ
り
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
沙
漠
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
専
門
家
と
し
て
活
躍
す
る
冨
樫

智
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
約
30
年
に
わ
た
る
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
け
る
沙
漠

緑
化
と
そ
の
取
り
組
み
を
通
じ
、

現
地
の
環
境
改
善
と
牧
民
の
生
計

向
上
に
貢
献
し
た
点
、
ま
た
活
動

に
参
加
す
る
た
め
に
多
く
の
日
本

人
が
同
地
を
訪
れ
、
日
中
間
の
交

流
や
相
互
理
解
の
促
進
に
も
寄
与

し
た
点
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

活
動
は
す
で
に
現
地
に
移
管
し
ま

し
た
が
、
冨
樫
氏
が
確
立
し
た
技

術
は
、
現
在
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で

の
沙
漠
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
海
、
広
州
で
在
留
邦

人
の
子
弟
を
対
象
に
し
た
日
本
語

幼
稚
園
を
運
営
す
る
ほ
か
、
内
モ

ン
ゴ
ル
自
治
区
で
の
取
り
組
み
を

は
じ
め
、
重
慶
市
な
ど
で
植
林
を

進
め
て
き
た
こ
と
も
、
オ
イ
ス
カ

国
際
カ
レ
ッ
ジ
の
受
賞
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

1
月
21
日
、
東
京
大
学
名
誉
教

授
で
あ
る
太
田
猛
彦
氏
（
専
門:

森
林
環
境
学
、
森
林
水
文
学
、
治

山
砂
防
学
）
を
迎
え
、
講
演
会
を

実
施
。
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
合

わ
せ
て
1
2
1
人
が
参
加
し
、
行

政
や
森
林
土
木
関
係
者
に
限
ら
ず
、

多
く
の
方
々
が
関
心
を
寄
せ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
地
球
環
境
全
体
の
状

況
を
俯
瞰
し
つ
つ
、
森
林
の
歴
史
、

法
律
、
国
際
情
勢
、
世
論
な
ど
多

角
的
な
視
点
か
ら
総
合
的
に
展
開
。

特
に
戦
後
、
森
林
・
林
業
政
策
に

よ
る
造
林
事
業
を
進
め
、
荒
廃
し

た
山
々
の
森
林
を
回
復
さ
せ
た
日

本
の
治
山
・
治
水
の
成
功
例
を
世

界
へ
発
信
す
る
重
要
性
を
強
調
し
、

「
途
上
国
で
は
い
ま
だ
に
裸
山
が

連
な
る
地
域
が
多
い
。
森
林
の
回

復
と
維
持
が
喫
緊
の
課
題
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
森
林
は
約

3.6
億
年
前
に
出
現
し
、
地
球
環
境

を
創
造
し
て
き
た
歴
史
を
踏
ま
え
、

「
森
林
が
温
暖
化
や
生
物
多
様
性

と
深
く
関
わ
る
の
は
必
然
。
気
候

の
安
定
に
は
、
地
域
の
気
候
に
適

し
た
植
生
を
回
復
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
最

後
に
、
日
本
は
約
1
0
0
年
前
ま

で
続
い
た
森
林
劣
化
の
時
代
を
経

て
、
現
在
は
森
林
飽
和
の
時
代
で

あ
り
、「
こ
れ
か
ら
の
林
業
は
、
温

暖
化
や
気
候
変
動
へ
の
対
応
、
生

物
多
様
性
の
保
全
、
防
災
や
水
保

全
な
ど
の
多
面
的
機
能
を
果
た
す

公
益
的
産
業
で
あ
る
べ
き
」
と
し
、

「
森
林
が
人
類
社
会
に
貢
献
す
る

存
在
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
日
本
に
は
森

林
劣
化
の
時
代
か
ら
森
を
豊
か
に

し
て
き
た
実
績
が
あ
り
、
そ
の
経

験
を
途
上
国
で
活
か
す
役
割
は
大

き
い
と
感
じ
た
」
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
太
田
先
生
の
知
見
を

ベ
ー
ス
に
持
続
可
能
な
森
づ
く
り

の
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
　

在
中
国
日
本
大
使
よ
り
表
彰

沙
漠
緑
化
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ

オ
イ
ス
カ
国
際
カ
レ
ッ
ジ
と
冨
樫
専
門
家
が
受
賞

　
　

講
演
会「
気
候
変
動
と
防
災
に
な
ぜ
森
林
？
」

広
い
視
野
で
森
林
を
と
ら
え

海
外
で
の
植
林
の
意
義
に
も
言
及

　

宮
城
県
名
取
市
で
進
む「
海
岸

林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

「
強
靭
な
海
岸
防
災
林
」
を
目
指

し
、
今
年
も
1
月
下
旬
か
ら
本
数

調
整
伐（
間
伐
）
を
開
始
し
ま
し

た
。
宮
城
中
央
森
林
組
合
や
松
島

森
林
総
合
、
全
国
か
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
手
で
、
3
月
上
旬
ま
で

に
2
0
1
8
年
に
植
え
た
16
ha
を

対
象
に
2
万
7
0
0
0
本
を
伐
採

し
ま
す
。
こ
れ
で
名
取
市
海
岸
林

全
体
の
90
％
が
一
巡
目
の
間
伐
を

終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

1
月
25
日
に
は
、
国
内
セ
ン
タ

ー
の
海
外
ス
タ
ッ
フ
と
農
業
研
修

生
計
6
名
、
卒
論
準
備
や
研
究
に

取
り
組
む
大
学
生
な
ど
の
若
い
世

代
や
、
ベ
テ
ラ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

総
勢
31
名
が
汗
を
か
き
な
が
ら
、

終
日
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
22
年

1
月
の
伐
採
開
始
か
ら
4
年
目
で

も
あ
り
、
怪
我
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
、

一
人
あ
た
り
30
本
以
上
を
伐
採
し

ま
し
た
。
25
年
度
は
、
年
間
1
2

0
0
人
前
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た「
全

国
育
樹
祭
」
が
宮
城
県
で
開
催
さ

れ
る
予
定
で
、
式
典
前
日
の
10
月

4
日
に
は
、
海
岸
林
の
バ
ス
ツ
ア

ー
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　

海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
数
調
整
伐
4
年
目
が
ス
タ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
行



最新ニュースはこちらから
ご覧いただけます。

March  2025  OISCA ｜ OISCA NEWS

HPもCheck!

5

上／贈られたトラクターとテソロ所長

下／寄贈式でテソロ所長にトラクターのレプリカキーを手
渡す町村副会長

海
外

海
外

アデルバイ大使（前列右から3番目）、ヴィクター農業
大臣（前列左から３番目）と

18日には、オイスカ総局や関係者も
参加し、慰霊祭が行われた

ウィップス大統領（右）の就任
祝賀会にて

2
月
5
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル

ソ
ン
島
北
部
に
あ
る
ア
ブ
ラ
農
林

業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
ト
ラ
ク
タ
ー

の
寄
贈
式
が
行
わ
れ
、
日
本
か
ら

北
海
道
支
部
の
会
員
ら
8
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
回
の
ト
ラ
ク
タ

ー
の
購
入
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
デ

ル
フ
ィ
ン
・
テ
ソ
ロ
所
長
か
ら
、

農
業
研
修
用
に
必
要
と
の
話
を
聞

い
た
北
海
道
支
部
が
会
員
に
支
援

を
呼
び
か
け
て
資
金
を
募
っ
た
こ

と
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

長
く
同
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
続
け

て
き
た
関
西
支
部
の
ほ
か
、
宮
城

県
支
部
も
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を

応
援
し
よ
う
と
寄
附
を
募
り
、
合

計
4
4
9
万
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

寄
贈
式
は
、
研
修
生
や
地
元
住

民
、
小
学
生
を
含
め
1
0
0
人
以

上
が
参
加
し
、
ダ
ン
ス
が
披
露
さ

れ
る
な
ど
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
式
典
の
中
で
北
海
道
支
部

の
町
村
均
副
会
長
は
、「
ト
ラ
ク
タ

ー
は
鉄
の
塊
で
す
が
、
こ
こ
に
は

私
た
ち
の
気
持
ち
が
詰
ま
っ
て
い

る
。
ア
ブ
ラ
の
農
業
の
発
展
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
。

ま
た
テ
ソ
ロ
所
長
か
ら
は
、「
ト
ラ

ク
タ
ー
は
研
修
生
セ
ン
タ
ー
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
人
と
一
緒
に
使

っ
て
い
く
。
み
ん
な
が
と
て
も
喜

ん
で
い
る
」
と
感
謝
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

オ
イ
ス
カ
で
は
、
支
部
と
海
外

の
現
場
の
連
携
を
強
化
し
、
相
互

に
交
流
し
な
が
ら
国
際
協
力
が
進

め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ア
ブ
ラ
農
林
業
研
修
セ
ン
タ
ー

北
海
道
・
宮
城
・
関
西
の
3
支
部
が
支
援

農
業
機
械
の
寄
贈
式
に
会
員
ら
1
5
0
名
参
加

1
月
14
日
〜
20
日
、
オ
イ
ス

カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
中

野
悦
子
総
裁
を
は
じ
め
、
オ
イ
ス

カ
会
員
ら
総
勢
7
名
が
、
パ
ラ
オ

共
和
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。
今
回

の
渡
航
は
、
同
国
の
ス
ラ
ン
ゲ
ル
・

S
・
ウ
ィ
ッ
プ
ス
・
Jr
大
統
領
よ

り
2
期
目
の
就
任
式
へ
の
招
待
を

中
野
総
裁
が
受
け
た
こ
と
に
よ
り

実
現
し
た
も
の
で
、
式
典
へ
の
出

席
の
ほ
か
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
･
ヴ

ィ
ク
タ
ー
農
業
大
臣
と
の
面
会
や
、

オ
イ
ス
カ
パ
ラ
オ
総
局
の
カ
リ
ス

タ
ス
会
長
お
よ
び
メ
ン
バ
ー
と
の

協
議
の
機
会
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

15
日
の
ヴ
ィ
ク
タ
ー
農
業
大
臣

と
の
面
会
は
、
オ
イ
ス
カ
の
農
業

研
修
へ
の
期
待
が
強
い
ピ
ー
タ
ー
・

ア
デ
ル
バ
イ
在
日
パ
ラ
オ
大
使
の

調
整
で
実
現
、
そ
の
中
で
ヴ
ィ
ク

タ
ー
農
業
大
臣
は
、「
パ
ラ
オ
で
特

に
産
業
が
発
展
し
た
の
は
日
本
の

統
治
時
代
。
日
本
人
は
一
緒
に
働

き
、
一
緒
に
成
長
し
て
く
れ
る
」

と
述
べ
、
か
つ
て
オ
イ
ス
カ
が
同

地
に
研
修
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

青
年
へ
の
農
業
指
導
を
進
め
て
い

た
こ
と
に
触
れ
、
再
び
若
者
育
成

の
機
会
を
模
索
し
た
い
意
向
を
示

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
パ
ラ

オ
政
府
が
研
修
生
の
選
考
や
帰
国

後
の
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
に
責
任
を

持
ち
、
一
部
費
用
負
担
な
ど
を
す

る
こ
と
で
、
訪
日
研
修
生
と
し
て

受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
し
て
、
今
後
協
約
書
締
結
を
視

野
に
入
れ
た
協
議
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
行
わ
れ
た
パ
ラ
オ

総
局
と
の
協
議
に
は
、
1
9
9
0

年
に
オ
イ
ス
カ
中
部
日
本
研
修
セ

ン
タ
ー
で
学
び
、
現
在
は
同
国
の

農
業
省
で
働
く
ト
レ
ブ
ク
ル
・
テ

レ
イ
氏
も
参
加
。
新
し
い
農
家
育

成
を
推
進
す
る
政
府
と
、
総
局
と

の
連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
16
日
、
一
行
は
、
大
統
領
就

任
式
典
に
出
席
。
大
統
領
の
就
任

演
説
の
中
で
は
、
日
本
と
の
関
係

性
に
も
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

17
日
に
は
、
オ
イ
ス
カ
パ
ラ
オ
研

修
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
。
総
局
の
カ

リ
ス
タ
ス
会
長
ら
に
よ
っ
て
施
設

が
管
理
さ
れ
、
農
業
の
取
り
組
み

を
続
け
て
き
た
こ
と
、
同
地
の
活

動
を
支
援
し
て
き
た
オ
イ
ス
カ
西

日
本
支
部
が
1
9
8
0
年
代
に
建

て
た
日
本
人
戦
没
者
の
慰
霊
碑
を
、

カ
リ
ス
タ
ス
会
長
が
守
り
、
管
理

を
続
け
て
き
た
こ
と
な
ど
に
対
し

て
、
中
野
総
裁
か
ら
感
謝
の
言
葉

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
人
不
在
の
中
で
も「
オ
イ

ス
カ
精
神
」
を
維
持
し
、
活
動
を

進
め
る
カ
リ
ス
タ
ス
会
長
を
は
じ

め
、
か
つ
て
日
本
の
研
修
セ
ン
タ

ー
で
学
ん
だ
現
地
の
O
B
と
と
も

に
、
今
後
、
パ
ラ
オ
に
お
け
る
協

力
の
活
性
化
に
む
け
て
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
　

中
野
総
裁
パ
ラ
オ
訪
問

大
統
領
就
任
式
典
に
参
加

農
業
大
臣
と
の
面
談
も
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首
都
移
転
に
見
る
課
題

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
も
犠
牲
に

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
都
市
「
ヌ
サ

ン
タ
ラ
」
を
ご
存
知
で
す
か
？　

2
0
4
5
年
の
先
進
国
入
り
を
目

指
し
て
経
済
発
展
を
続
け
る
同
国

は
、
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
移
転
を

計
画
し
て
お
り
、
カ
リ
マ
ン
タ
ン

島
に
新
た
に
開
発
し
て
い
る
新
首

都
が
「
ヌ
サ
ン
タ
ラ
」
で
す
。

　

移
転
の
理
由
と
し
て
、
過
剰
な

人
口
の
集
中
に
伴
う
交
通
渋
滞
や

大
気
汚
染
な
ど
と
と
も
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
が
地
盤
沈
下
と
海
面

上
昇
に
よ
る
リ
ス
ク
で
す
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は
１
万
７
千
以
上
の
島

々
か
ら
な
る
世
界
第
4
位
の
人
口

を
抱
え
る
国
で
す
が
、
そ
の
人
口

の
約
6
割
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
が
あ
る

ジ
ャ
ワ
島
に
集
中
し
、
ほ
か
の
島

の
開
発
や
発
展
が
遅
れ
て
い
る
と

も
言
わ
れ
、
今
回
の
首
都
移
転
は

地
方
経
済
の
活
性
化
の
推
進
を
目

指
す
目
的
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
首
都
移
転
に
よ
り
注

目
さ
れ
た
地
盤
沈
下
や
海
面
上
昇

に
よ
る
リ
ス
ク
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
下
水
の
過
剰
な
汲
み
上
げ
に
よ

る
地
盤
沈
下
は
、
人
口
が
集
中
す

る
エ
リ
ア
以
外
に
観
光
客
が
集
ま

る
エ
リ
ア
な
ど
で
も
深
刻
だ
と
い

い
ま
す
。
ま
た
、
気
候
変
動
が
一

因
と
考
え
ら
れ
る
海
か
ら
の
風
や

波
な
ど
の
変
化
、
海
岸
線
の
浸
食
、

港
湾
工
事
な
ど
に
よ
る
海
流
の
変

化
な
ど
も
、
沿
岸
に
暮
ら
す
人
々

の
生
活
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

　

オ
イ
ス
カ
が
現
在
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て

い
る
の
は
、
ジ
ャ
ワ
島
北
岸
の
６

県
と
ジ
ャ
ワ
島
東
部
の
北
側
に
位

置
す
る
マ
ド
ゥ
ラ
島
の
２
県
。
こ

れ
ら
の
活
動
は
東
京
海
上
日
動
火

災
保
険
株
式
会
社
を
は
じ
め
と
す

る
日
本
の
企
業
な
ど
か
ら
の
支
援

　

現
在
オ
イ
ス
カ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ワ
島
北
部
沿
岸
を
中
心
と

す
る
８
県
で
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
林
を
進
め
て
い
ま
す
。
豊
か
な
景
観

を
も
た
ら
し
、
沿
岸
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
を
海
面
上
昇
や
海
岸
浸
食
の

脅
威
か
ら
守
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
森
で
す
が
、
今
、
そ
の
森
も
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

沿
岸
域
に
迫
る
脅
威
か
ら
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
森
と
住
民
の
生
活
を
ど
う

守
る
か
。
2
0
2
4
年
9
月
に
現
地
を
視
察
し
た
本
部
・
海
外
事
業
部
の

林
久
美
子
が
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

TOPIC
住
み
続
け
ら
れ
る

〜
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
か
ら
〜

ふ
る
さ
と
を
つ
く
る

ジャカルタ

ジャカルタ

スカブミ研修センター

カランガニアル研修センター

カリマンタン島

ジャワ島

ジャワ島
マドゥラ島

インドラマユ県

プマラン県 ジュパラ県

ブレベス県 ダマック県

スムネップ県

パムカサン県

パティ県

〈インドネシア・プロジェクト主要地点〉
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プロジェクトで植えたマングローブ林の中で、別の種類のマングローブの種子が自然
に発芽して生長したことによって、より大きく密な森に育っている。中央付近に見えるの
は展望台（ブレベス県）

※
本
調
査
は
、
1
9
9
9
年
か
ら
オ
イ
ス
カ
と
協
働

で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
を
進
め
る
東
京
海
上
日
動
火

災
保
険
株
式
会
社
の
支
援
で
行
っ
た
も
の
で
、
対
象

は
ス
ム
ネ
ッ
プ
県
を
除
く
7
県
の
サ
イ
ト

〈各地で確認されたマングローブや防波堤（消波ブロック）の被害〉
１ ： 海岸浸食が進み、マングローブもなぎ倒されてしまっている（ジュパラ県）

2 ： 根元から倒れてしまっているマングローブ（パティ県）

3・4 ： 海岸に育っていたマングローブの根元に砂が堆積し、枯れてしまっている
　　　（プマラン県）

5 ： 森の前面のマングローブが強い風と波の犠牲となる（ダマック県）

6 ： 強い波の影響で破壊されたコンクリートの防波堤（ダマック県）

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
県
で

は
オ
イ
ス
カ
の
研
修
を
終
え
た
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
た
ち
が
地
元
の

行
政
や
各
村
の
植
林
グ
ル
ー
プ
メ

ン
バ
ー
ら
と
共
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

豊
か
な
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
森
が

順
調
に
生
育
し
て
い
る
現
場
も
あ

り
ま
す
が
、
近
年
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
の
が
、

植
林
後
何
年
も
経
過
し
て
、
し
っ

か
り
根
付
い
た
と
思
わ
れ
て
い
た

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
ま
で
も
が
な
ぎ
倒

さ
れ
、
流
さ
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の

強
い
風
や
波
に
よ
る
被
害
で
す
。

近
隣
、
も
し
く
は
5
〜
10
キ
ロ
ほ

ど
離
れ
た
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
た
河

川
や
港
湾
の
工
事
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
土
砂
堆
積
や
海
流
の

変
化
も
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
生
育

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

2
0
1
9
年
か
ら
23
年
ま
で
の

５
年
間
の
植
林
成
果
を
調
査
し
た

結
果
、
ブ
レ
ベ
ス
県
の
よ
う
に
天

然
更
新
（
自
然
に
種
子
が
発
芽
し

て
生
長
し
た
木
が
あ
る
こ
と
）
が

見
ら
れ
、
生
存
率
が
1
0
0
％
を

超
え
る
地
域
も
あ
れ
ば
、
中
に
は

9
％
と
い
う
残
念
な
結
果
と
な
っ

た
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。

※

12

345

6
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上／ヒューム管の中に人力で砂を詰める作業は、満潮時に行われる重労働
下／防波堤の後ろにはマングローブが育ち、土壌の堆積も進んでいる

上／海に沈んだ村。電柱や家屋が残されている。写真はイスラム教の礼拝所
下／かさ上げを繰り返すことで床が高く、天井が低くなっていく

グ
レ
ー
イ
ン
フ
ラ
で

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
と
村
を
守
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
ジ
レ
ン
マ
と

海
に
沈
む
村

　

ダ
マ
ッ
ク
県
の
テ
ィ
ン
ブ
ル
ス

ロ
コ
村
で
は
、
強
い
波
に
よ
り
最

前
線
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
が
流
さ
れ

る
被
害
が
続
い
て
お
り
、
12
年
に

現
地
政
府
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
活

用
し
た
防
波
堤
（
消
波
ブ
ロ
ッ

ク
）
を
設
置
。
オ
イ
ス
カ
は
こ
の

防
波
堤
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
19
年

と
24
年
の
2
回
に
わ
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
1
0
0
m
と
70
m
の
防
波
堤

を
設
置
し
て
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
と
沿

岸
の
集
落
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
イ
ス
カ
は
21
年
に
60
周
年
を

迎
え
た
際
、
E
B
S
（Eco-System-

based Solution

／
自
然
の
力
を
活

用
し
た
社
会
課
題
の
解
決
）
を
柱

の
一
つ
と
し
て
打
ち
出
し
、
1
9

8
0
年
代
か
ら
進
め
て
き
た
各

国
で
の
植
林
活
動
に
お
い
て
も
、

E
c
o

-

D
R
R
（
森
林
な
ど
生

態
系
を
活
用
し
た
減
災
・
防
災
）

を
よ
り
強
く
意
識
し
た
取
り
組
み

に
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
、
ま
さ
に
E
B
S
の
代

表
的
な
活
動
と
も
い
え
る
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、

グ
レ
ー
イ
ン
フ
ラ
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
金
属
な
ど
を
活
用
し
た
人
工

的
構
造
物
）
を
導
入
す
る
こ
と
へ

の
疑
問
の
声
は
内
外
か
ら
聞
か
れ

ま
し
た
。
森
な
ど
の
「
自
然
」
に

親
し
み
を
感
じ
る
私
た
ち
日
本
人

は
、
そ
の
森
を
つ
く
る
現
場
に
人

工
的
な
建
造
物
が
あ
る
こ
と
に
違

和
感
を
抱
き
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
現
場
の
よ
う
に
海
岸
が
浸
食
さ

れ
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
が
流
さ
れ
、

村
に
水
が
入
り
込
ん
で
い
る
現
状

や
、
人
々
が
ふ
る
さ
と
を
離
れ
ざ

る
を
得
な
い
今
の
状
況
を
考
え
る

と
、
グ
レ
ー
イ
ン
フ
ラ
の
力
も
借

り
な
け
れ
ば
沿
岸
域
を
守
れ
な
い

と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

ダ
マ
ッ
ク
県
で
は
、
か
つ
て
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
を
植
え
て
い
た
も
の

の
、
今
は
海
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た

村
も
船
に
乗
っ
て
視
察
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
過
去
に
「
沈
み
ゆ
く
村
〜

イ
ン
ド
ネ
シ
ア　

海
面
上
昇
の
恐

怖
〜
」
と
題
し
て
N
H
K
B
S
ス

ペ
シ
ャ
ル
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
た

ベ
ド
ノ
村
で
す
。
同
番
組
内
で
、

村
長
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る

た
め
に
集
団
移
転
を
選
択
し
た
」

と
話
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。
ま
た
、
別
の
村
で
は
ふ
る
さ

と
を
離
れ
て
い
く
人
を
見
送
り
、

う
ら
や
む
気
持
ち
を
抱
き
な
が
ら

も
、
今
の
暮
ら
し
以
上
に
先
祖
が

眠
る
墓
地
を
守
ろ
う
と
す
る
人
々

の
葛
藤
も
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
で
は
、
住
民
の
声
を

聞
く
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
船
か
ら
見
た
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

林
の
奥
の
海
の
中
に
、
移
住
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
人
た
ち
の
家
屋
や

電
柱
な
ど
が
取
り
残
さ
れ
て
い
る

の
が
見
え
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て

い
っ
た
人
々
の
無
念
の
思
い
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
近
隣
の
集
落
を
視
察
し
た

際
に
は
、
海
か
ら
の
水
が
浸
入
し

な
い
よ
う
、
か
さ
上
げ
を
繰
り
返

し
て
い
る
家
屋
が
気
に
な
り
ま
し

た
。
ど
ん
ど
ん
床
を
高
く
す
る
こ

と
で
、
天
井
が
す
ぐ
頭
の
上
に
迫

っ
て
い
る
家
や
、
腰
を
か
が
め
な

い
と
玄
関
を
通
れ
な
い
家
な
ど
が

あ
っ
た
ほ
か
、
す
で
に
住
民
が
い

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
家
屋

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
海

面
上
昇
が
進
め
ば
、
い
ず
れ
こ
の

地
も
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、
移
住
を
迫
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

現
地
の
人
々
に
寄
り
添
い
な
が

ら
活
動
を
続
け
て
い
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
た
ち
は
、
地
域
の
植
林

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
へ
の
対
応
や
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
に
力
を
注

い
で
い
ま
す
。
植
林
地
に
ゴ
ミ
が
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上／チャレンジの一つ。海に向かって三角形の柵を作り、その中に苗を植えている
下／高速道路工事のため、竹で組まれた筏の上で多くの労働者が作業をしていた

日
本
が
で
き
る
支
援
と
は

ナショナルコーディネーター　
ラフマットさんに聞きました！

押
し
寄
せ
る
こ
と
で
苗
木
の
生
育

に
影
響
が
出
て
い
る
サ
イ
ト
で
は
、

地
元
政
府
の
支
援
を
得
て
ゴ
ミ
を

捕
捉
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
を
設
置

し
た
り
、
竹
で
作
っ
た
柵
で
囲
っ

た
中
に
苗
を
植
え
て
保
護
を
し
た

り
と
、
問
題
の
解
決
に
向
け
た
努

力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
波
の
力
が
あ
ま
り

に
も
強
く
、
多
く
の
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
地
域
で

は
、
海
岸
で
の
植
林
を
断
念
し
、

内
陸
の
砂
浜
で
の
モ
ク
マ
オ
ウ
な

ど
の
植
林
に
よ
る
海
岸
林
造
成
や

養
殖
池
周
辺
で
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

植
林
な
ど
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
自
分
た
ち
が

育
て
て
き
た
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
が
流

さ
れ
て
し
ま
っ
た
シ
ョ
ッ
ク
も
大

き
い
上
に
、
日
本
の
支
援
者
の
皆

さ
ん
に
申
し
訳
な
い
と
の
思
い
か

ら
表
情
が
曇
っ
た
植
林
グ
ル
ー
プ

メ
ン
バ
ー
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
る
地
域
で
は
高
速
道
路
の
建

設
が
進
み
、
大
規
模
な
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
現
場
を
目
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
オ
イ
ス
カ
が
植
林

し
て
き
た
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
森
も

一
部
が
建
設
用
地
と
し
て
使
わ
れ
、

新
た
な
植
林
を
行
う
代
替
地
は
国

が
保
証
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
こ
う
し
た
開
発
が
沿
岸
域

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
人
々
の
生
活

が
よ
り
豊
か
に
、
よ
り
便
利
に
な

る
た
め
に
開
発
も
必
要
で
す
が
、

ふ
る
さ
と
を
追
わ
れ
る
人
た
ち
が

で
き
る
だ
け
出
な
い
よ
う
に
と
願

う
ば
か
り
で
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
同
じ
島
国
の

日
本
は
海
岸
の
保
全
に
関
し
て
多

く
の
知
見
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の

O
D
A
で
も
22
年
か
ら
24
年
に
か

け
て
「
ジ
ャ
ワ
島
北
部
海
岸
保
全

計
画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
進

め
ら
れ
、
オ
イ
ス
カ
の
活
動
地
を

含
む
エ
リ
ア
の
海
岸
保
全
の
基
本

方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
イ
ス
カ
は
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
に

加
え
、
こ
の
基
本
方
針
に
も
示
さ

れ
て
い
る
通
り
、
必
要
に
応
じ
て

グ
レ
ー
イ
ン
フ
ラ
も
活
用
し
な
が

ら
、
沿
岸
地
域
の
人
々
の
生
活
を

守
る
活
動
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
地

域
ご
と
に
違
う
地
形
や
さ
ま
ざ
ま

な
特
性
を
見
極
め
な
が
ら
の
活
動

に
は
専
門
家
の
協
力
を
積
極
的
に

仰
ぐ
こ
と
も
必
要
で
す
。
日
本
に

お
け
る
護
岸
や
養
浜
工
事
な
ど
の

事
例
を
学
ぶ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

研
修
も
実
施
し
な
が
ら
、
各
地
で

の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
よ
り
地
域
に
裨
益
す
る
も

の
に
な
る
よ
う
、
今
後
も
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

―昨年プロジェクトを訪問させていただきありがとうございま
した。気候変動の影響の深刻さを目の当たりにしましたが、最近
の様子はいかがですか？
　昨年末、ダマック県のコーディネーターから、「12月初めから強
い西風、強力な高波が続き、ティンブルスロコ村の防波堤が破損
した」との報告を受け、1月20日に現地を訪問。思い浮かんだの
は、まさに異常気象という言葉でした。例年ジャワ島では、12月
中旬から終わり頃にこの季節風が吹き始めますが、今回はそれが
早まった上、2ヵ月間止むことがなく、幹線道路への海水の浸入
が毎日のように続いています。視察時はあまりに波が高く、風も
恐ろしく強く、防波堤に近づけませんでした。東京海上日動火災
保険株式会社のご支援で昨年完成したばかりの防波堤を含め約
200mにわたり破損し、その後ろで育つマングローブの一部も被
害を受けてしまいました。

―大変な状況ですが、どのように受け止めていますか
　日本の支援者から託された責任がありますから、大きなショッ
クを受けています。マングローブ林はできる限り補植をするなど
の対応をしますが、気候変動の影響は自然の摂理ともいえるた
め、残念ながら私たちにできることはほとんどありません。た
だ、プロジェクトを実施していなければとっくの昔にティンブル
スロコ村は消滅していたと思われます。実際、防波堤の西側に位
置するマングローブもない地区では高波の被害を受け、道路が寸
断されてしまいました。大変な中ですが、各県で植樹面積を拡大
させるとともに、地域住民とコーディネーターの両方に対するエ
ンパワーメント支援を改善、発展させることで、彼らのモチベー
ションの向上を図りながら活動を続けていきます。
―日本の皆さんにメッセージをお願いします
　今後も各地の植林グループのメンバーと協力しながら、ナショ
ナルコーディネーターとしての使命を一生懸命に遂行していく心
積もりです。ただ現在進行中の気候変動は、各地で洪水や土砂崩
れといった自然災害を引き起こしており、そうした中での活動の
難しさもご理解いただきたいと思います。そして、このことはイ
ンドネシアだけの問題ではなく、アメリカでもひどい山火事が発
生しているように、日本を含む世界的な問題であることも再認識
していただけたら幸いです。

カランガニアル研修センターでの研修後、1992年に西日
本研修センターで農業を学ぶ。96年には中部日本研修セ
ンターの農業指導者コースで研修。現在はマングローブ
植林プロジェクトのナショナルコーディネーターとして
８人のコーディネーターを束ねている。

Muhammad Prihartant Nur Rahmat
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オイスカ四国支部賛助会員

「
利
他
の
心
」で
仕
事
も

オ
イ
ス
カ
活
動
も
頑
張
り
ま
す
！

車谷  康太

人のために
尽くす仕事に
やりがいを
感じます！

甲子園に出場しました

野球を通じて大事なことを経験できた！

じて
を

今月のこの人
2
0
2
4
年
3
月
に
ソ
ニ
ー
生
命
保
険

株
式
会
社
に
転
職
し
た
の
を
機
に
、
オ
イ

ス
カ
の
賛
助
会
員
と
な
っ
た
車
谷
さ
ん
。

そ
の
前
は
、
J
R
四
国
（
四
国
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
）
で
、
同
社
の
泉
雅
文
顧
問
（
当

時
相
談
役
、
オ
イ
ス
カ
四
国
支
部
会
長
）

の
秘
書
を
務
め
、
そ
こ
で
初
め
て
オ
イ
ス

カ
を
知
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
か
ら
の
経
験
を
通
し
て
、
オ

イ
ス
カ
の
活
動
に
も
通
ず
る
「
利
他
の
心
」

を
育
み
、
自
分
の
強
み
と
し
て
き
た
と
語

る
車
谷
さ
ん
に
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

―
オ
イ
ス
カ
に
入
会
し
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　

転
職
前
は
J
R
四
国
で
、
5
年
間
働
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
2
年

間
、
役
員
秘
書
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

誰
の
秘
書
を
し
て
い
た
の
か
と
い
う
と
、

当
時
相
談
役
で
現
在
顧
問
を
さ
れ
て
い
る

泉
雅
文
さ
ん
で
す
。
実
の
と
こ
ろ
、
秘
書

の
仕
事
は
堅
苦
し
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
っ
た
の
で
、
は
じ
め

は
僕
に
は
向
い
て
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
泉
さ
ん
は
気
さ
く

な
方
で
す
し
、
僕
も
秘
書
に

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
肩
肘

を
張
っ
て
い
て
は
、
自
分
の

良
さ
が
出
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、

し
っ
か
り
す
る
と
こ
ろ
は
し
っ
か
り
締
め

な
が
ら
、
僕
の
良
さ
で
あ
る
「
利
他
の
心
」

が
出
せ
る
よ
う
に
意
識
を
し
て
い
ま
し
た
。

泉
さ
ん
は
オ
イ
ス
カ
四
国
支
部
の
会
長
で

も
あ
る
の
で
、
僕
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
つ
い
て
い
く
中
で
、
初
め
て
オ
イ
ス
カ

を
知
り
ま
し
た
。
香
川
県
に
あ
る
オ
イ
ス

カ
の
四
国
研
修
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
や

会
議
、「
四
国
の
つ
ど
い
」
な
ど
に
参
加
し
、

海
外
か
ら
の
研
修
生
と
の
交
流
を
通
し
て
、

人
材
育
成
の
様
子
や
各
地
で
の
環
境
保
全

活
動
も
し
て
い
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

し
か
も
国
内
だ
け
で
な
く
て
、
海
外
で
も

幅
広
く
や
っ
て
い
て
、
素
晴
ら
し
い
事
業

だ
な
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
何

か
僕
も
貢
献
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
思

い
、
転
職
を
機
に
オ
イ
ス
カ
に
入
会
し
ま

し
た
。

―
「
利
他
の
心
」
は
オ
イ
ス
カ
の
活
動

に
も
通
じ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
ど
の
よ

う
に
そ
の
心
を
育
ま
れ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か

　

僕
は
小
、
中
、
高
、
大
学
と
、
野
球
を

し
て
い
て
、
ず
っ
と
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め

て
い
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン

と
い
う
の
は
、
こ
の
選
手
が

悩
ん
で
い
る
か
ら
声
を
か
け

て
み
よ
う
と
か
、
仲
間
や
チ

ー
ム
の
た
め
に
な
る
こ
と
を

最
優
先
に
考
え
る
の
で
、
常

に
自
分
は
後
回
し
に
な
る
わ

け
で
す
。
そ
の
意
識
が
次
第

に
身
に
つ
い
て
き
て
、
気
づ
け
ば
誰
か
の

た
め
に
動
く
こ
と
が
心
地
よ
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、
人
か
ら

あ
り
が
と
う
と
言
わ
れ
る
と
や
っ
ぱ
り
嬉

し
い
で
す
し
、
自
分
よ
り
人
の
た
め
に
何

か
を
す
る
方
が
情
熱
を
燃
や
せ
ま
す
。
だ

か
ら
、
就
職
活
動
の
時
も
、
主
に
み
ん
な

が
生
活
で
使
う
イ
ン
フ
ラ
系
を
候
補
に
入

れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
保
険
の
業
務
も
、

こ
こ
ま
で
人
の
人
生
に
深
く
関
わ
っ
て
貢

献
で
き
る
仕
事
は
な
い
と
、
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

―
若
い
力
で
、
ぜ
ひ
オ
イ
ス
カ
を
引
き
続

き
応
援
い
た
だ
き
た
い
で
す

　

四
国
で
も
、
今
の
会
員
さ
ん
は
、
長
く

オ
イ
ス
カ
を
支
援
し
て
き
た
ご
高
齢
の
方

が
多
い
で
す
よ
ね
。
一
方
で
、
若
い
世
代

に
は
オ
イ
ス
カ
の
こ
と
が
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。
若
い
仲
間
を
増
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四国研修センターの研修生修了式に参加

オイスカ四国支部
事務局

車谷  育代

や
す
た
め
に
は
、
僕
た
ち
の
よ
う
な
若
手

が
友
だ
ち
や
同
僚
を
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
に

連
れ
て
い
く
こ
と
で
、
活
動
の
素
晴
ら
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
会
員
と
な
っ
て

い
る
企
業
の
若
手
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
も
面
白
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
僕
も
オ
イ
ス
カ
の
若
い
仲
間

を
増
や
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
を
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

とある日の

車谷さんの1日

この日は、オイスカの活動に仕事にと、忙しい
１日となりました。週末も充実した日々を過ご
しています！

08：00 オイスカのイベントへ
四国支部高松推進協議会
主催のゴルフコンペに参
加。いいスコアは残せま
せんでしたが、楽しい時
間を過ごすことができま
した！

06：00 起床

16：00 お仕事
ご縁のあった方の豊かな
人生の実現に貢献したい
一心で、日々一生懸命取
り組んでいます。

21：00 サウナ
夕食後はサウナへ。週１回はサウナでリフレッシュ
する時間を取っています。

23：00 読書
就寝までの時間は、趣味の読書をすることが多いで
す。自己啓発本を読むことで、日々の成長につなげ
ています。

愛用のスーツを着ると
気が引き締まります！

19：00 夕食
週末は友人と外食をする
ことが多いです。香川県
の美味しいご飯や屋さん
は、ぜひ私に聞いてくだ
さい！

私は、現在オイスカ四国支部の事務局
を担っています。
　息子は、小学生から大学まで野球漬け
の毎日で、全てのチームのキャプテンを
務めて、チームやチームメイトのことを
常に考えて苦悩していました。その様子
を近くで見ていたので、高校最後の夏の
大会で、甲子園に出場できた時の喜びは
ひとしおでした。そして今も、生命保険

のお仕事で、少しでもお客さまのためにと日々奮闘している
姿を、陰ながら応援しています。
　昨年の冬に、息子から2023年度の四国研修センターの研修
生修了式の写真を見せてもらいました。その時に、オイスカ
の活動について聞き、そこで改めて人々と自然の関わりの重
要性を感じました。私もできることがあればと、24年４月か
らオイスカ四国支部に勤めるようになり、もうすぐ１年にな
ります。また、12月に私自身も研修センターの研修修了式に
事務局として参加した時は、研修に励む研修生たちの姿を近
くで見ていた分、彼らの成長した姿にとても感動しました。
これからもオイスカのお手伝いができればと思っています。

2
0
1
9
年
に
J
R
四
国
に
入
社
後
5
年
間
勤
務
。

2
年
間
の
役
員
秘
書
業
務
を
通
じ
て
オ
イ
ス
カ
の
存

在
を
知
る
。
24
年
3
月
に
ソ
ニ
ー
生
命
保
険
株
式
会

社
に
転
職
し
、
現
在
に
至
る
。
29
歳
。
香
川
県
出
身
。

車
谷　

康
太
（
く
る
ま
た
に　

こ
う
た
）

お母さんからひとこと
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Vol.13

Pantai Kertomulyo

SQUARE
OISCA

歴
史
さ
ん
ぽ

オ
イ
ス
カ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
パ
テ
ィ
県

私
が
植
え
た
モ
ク
マ
オ
ウ
の
木
！

2024年

2016年

昨年度まで本誌編集に携わっていた
Hです。2016年11月号の「“人財” の宝
庫インドネシアを訪ねて」と題した特
集のため、同年２月にインドネシアの
研修センターやマングローブ植林プロ
ジェクトを訪問しました。その際にパ
ティ県で、養殖池の周辺に海岸防風林
の役目を果たすモクマオウの木を植え
たのですが、24年９月に同地を再訪し
た際、現地のプロジェクトコーディネ
ーターが、私が植えた木が大きくなっ
ていると事前に情報をくれました。実
際に行ってみてビックリしたのは、木
の生長ペースもですが、何もなかった
周辺のエリアに立派なマングローブの
森が育ち、公園として美しく整備され

ていたこと！！
　マングローブはその根を張り、土壌
を安定させ、地域住民の糧にもなる水
生生物を育み、海からの強風や高波を
弱めて内陸の生活を守るなど、さまざ
まな働きをしていますが、ここでは観
光資源としても活用されてグリーンツ
ーリズムの中心となっていました。
　本誌TOPIC（６-９ページ）で紹介
した通り、深刻化する高波の被害は、
この公園内の海に面したマングローブ
の森にも及んでいます（７ページ写真
２）。それでもへこたれることなく、
力強く前に進んでいるスタッフや村の
人たちを日本からも応援したいと思っ
ています。

写
真
か
ら
伝
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
に

フ
ォ
ー
カ
ス
！

こんなに大きくなり
マングローブ公園に
涼しい木陰を
もたらしていた

公園は人気の観光スポットです。ぜひ検索してみてください！
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OISCA

レストラン

ピタ

OISCA
お！ススメ

国内外のオイスカスタッフから、さまざまなジャンルの
「オススメ」を紹介します！

CA
STLE

大ヒット映画のロケ地！　アニック城
イングランド　ノーサンバーランド州　アニック

　映画ハリー・ポッターのロケ地としても有名なアニック城は、美しい
自然に囲まれ、天国にいるような気分になれます。11世紀に建設された
歴史的建造物で、現在もノーサンバーランド公爵が住んでいるそうです。
私は子どもの頃からハリー・ポッターの大ファンなので、いつか絶対に
行きたいです。皆さんも自然と歴史、そして映画の一場面に思いを馳せ
て訪れてはいかがでしょうか。

バングラデシュの冬の楽しみ

（中部日本研修センター  研修生S）

めた砂糖やココナツパウダーをのせ、さらに少量の
米粉をまぶして、布巾などに包んで蒸し器で２～３
分蒸します。蒸しあがったら、ひっくり返してお皿
に取り出せば完成です。
　辛いのが好きな人は、
「チトイピタ」もおすす
め。からし菜・唐辛
子・コリアンダー・乾
燥小魚などをすり潰し
たものがトッピングさ
れ、いろいろな辛味を
楽しめます！

　ピタは、バングラデシュの伝統的な食べ物の一つ。
冬に収穫できるナツメヤシのジュースを利用した季
節限定のストリートフードであり、友人やお客さん
へのちょっとしたおもてなし料理でもあります。
その一つにバパピタがあります。「バパ」は「蒸す」、

「ピタ」は「お菓子」という意味。バングラ料理は、
総じて辛いか甘いかの両極端ですが、ピタは蒸しパ
ンのようなふっくらとした優しい食感で、素朴な甘
さのお菓子です。作り方は、まずお米を少し水に浸
したあと水気を切り、小さな石臼やまな板の上で、
粗目に潰して米粉にします。それを茶碗や型にふん
わりと盛り、その上にナツメヤシのジュースを煮詰

ストリートフード
としても人気！



INFORMATION

INFORMATION ｜ March  2025  OISCA 14

ネグロスシルクを
ぜひ身近に

感じてください！

ネ
グ
ロ
ス
シ
ル
ク
の

ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

サイズ：30cm×40cm

ネグロスシルクを
ぜひ身近に

感じてください！

2
0
2
1
年
冬
に
始
め
た
季
節
募

金
も
、
今
回
で
7
回
目
と
な
り
ま
し

た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
「Be PART of 

the EARTH

－

住
み
続
け
ら
れ
る

未
来

－

」
の
も
と
呼
び
掛
け
た
「
2

0
2
4
オ
イ
ス
カ
冬
募
金
」
は
、
こ

れ
ま
で
に
4
4
0
人
の
方
々
か
ら
、

7
8
9
万
6
8
2
7
円
（
1
月
28
日

現
在
）
の
ご
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
変
わ
ら
ぬ
温
か
い

ご
支
援
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
さ
ま
の
思
い
を
未
来
へ
の

希
望
と
し
て
、
世
界
各
地
の
現
場
で

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
支
援
に
改
め
て
深
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

砂
糖
産
業
が
盛
ん
な
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
ネ
グ
ロ
ス
島
は
、
1
9
8
0
年
代
、

砂
糖
の
国
際
価
格
の
暴
落
に
よ
り
、

人
々
は
深
刻
な
貧
困
に
直
面
し
、
一

時
「
飢
餓
の
島
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

オ
イ
ス
カ
は
、
89
年
に
西
ネ
グ
ロ
ス

州
政
府
よ
り
協
力
要
請
を
受
け
、
特

に
生
活
苦
を
強
い
ら
れ
て
い
た
山
間

部
の
農
家
を
対
象
に
、
養
蚕
普
及
に

着
手
。
以
来
、
同
島
の
バ
ゴ
研
修
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
活
動
を
継
続

し
、
現
在
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
生
産
さ

れ
る
生
糸
は
、
全
国
生
産
量
の
90
％

を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
蚕
種
製
造
か
ら

製
糸
、
製
品
化
ま
で
一
貫
し
て
行
っ

て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
内
の
シ
ョ
ー
ル

E-m
ail

oisca@
oisca.org

2
0
2
4
オ
イ
ス
カ
冬
募
金

皆
さ
ま
の
思
い
を
世
界
の
現
場
へ

研修センター日記

西日本研修センターの2024年度の研修生13名（11ヵ国1地域）
が、日本での研修を終えて3月8日に帰国します。この1年、  
多くの事を学び、体験しましたが、1月10日、彼らへの最後
のお土産かのように待ちに待った雪が積もってくれました！
ほとんどの研修生にとって初めての雪遊び！　寒さも忘れて
大はしゃぎ！！　鼻水垂らしながら駆け回っていました！　
日本での1年間、四季を通していろんな経験をした彼らです
が、春の桜、夏の暑さ、秋の稔り、そして冬の寒さと雪で締
めくくり、故郷への土産話をたくさん持ち帰ることでしょう。
オイスカスピリットも忘れずにね！！（廣瀬）

Vol.1

西日本研修センター

日本の最後のお土産！？

畑も真っ白！

やっとこさ雪遊びが
できたよ～

担当  鈴木

バゴ研修センター　
渡辺重美所長

ー
ム
で
は
、
シ
ル
ク
の
シ
ョ
ー
ル
や
、

織
物
、
蚕
の
餌
と
な
る
桑
の
葉
の
お

茶
な
ど
が
展
示
・
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
、
今
回
は
、
ラ
ン

チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
3
名
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
織
り
込
ま
れ
た
模
様
が
ア
ク
セ

ン
ト
に
な
っ
て
、
い
つ
も
の
食
卓
を

明
る
く
し
て
く
れ
ま
す
。

■
応
募
方
法
／
は
が
き
か
メ
ー
ル
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
今
号
の

感
想
、「
3
月
号
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

を
明
記
の
上
、
左
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。
3
月
末
日
締
切
。

〒
1
6
8
‐
0
0
6
3

東
京
都
杉
並
区
和
泉
2
‐
17
‐
5

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ

「
O
I
S
C
A
」
編
集
部

どの色が届くかは
お楽しみに！
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編 集 後 記

今号はTOPICをはじめ、多くのページの執筆・編集を
元編集部のH部長に頼り、1月下旬に初めてフィリピン
のネグロス島に出張しました（H部長、ありがとうござ
いました！）。滞在していたバゴ研修センターには向日
葵畑があり、静かに太陽を見つめる力強い姿が、ひたむ
きに活動を続ける現地スタッフの控え目な笑顔に似てい
るように感じました（倉本）

次号予告
OISCA 3月号　
発行人／中野悦子
発行所／公益財団法人オイスカ
　　　　〒168-0063 東京都杉並区和泉2丁目17番5号
　　　　TEL（03）3322-5161　FAX（03）3324-7111
　　　　E-mail  oisca@oisca.org
編集：OISCA ／吉田俊通　倉本有沙
アートディレクション／土肥幹人
デザイン／土肥幹人　坂巻貴行
印刷・製本／株式会社ケープリント

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

寄
附

新
会
員
の
紹
介

2
0
2
4   

オ
イ
ス
カ
冬
募
金

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
は
次
の
通

り
。（
2
0
2
4
年
11
月
30
日
〜
1
月
17

日
ま
で
の
間
、本
部
登
録
済
分
。順
不
同
、

敬
称
略
）

■
維
持
法
人

【
東
京
都
】全
積
水
労
働
組
合
連
合
会

■
特
別
個
人

【
神
奈
川
県
】石
坂
博
持

■
維
持
個
人

【
北
海
道
】浅
山
哲
也【
宮
城
県
】高
橋
利

徳
／
清
野
剛
／
杉
原
崇【
千
葉
県
】山
本

照
夫【
東
京
都
】宮
里
勝
政
／
津
野
義
博

【
静
岡
県
】若
林
洋
平【
愛
知
県
】藤
本
勝

／
斎
木
隆
／
松
川
秀
康【
香
川
県
】岡
田

浩
二
／
西
村
光
晴
／
藤
岡
徹
／
古
竹
孝

一【
徳
島
県
】田
岡
慶
子

2
0
2
4
年
11
月
1
日
〜
12
月
31
日
ま

で
に
い
た
だ
い
た
寄
附
は
次
の
通
り
。 

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

●
東
急
ホ
テ
ル
ズ
＆
リ
ゾ
ー
ツ
株
式
会

社
／
啓
発
普
及
事
業
と「
子
供
の
森
」計

画
に
合
わ
せ
て
7
2
6
万
5
3
8
円

●
C
O
S
M
O
エ
コ
基
金
／
海
外
開
発

協
力
事
業
に
6
1
5
万
3
4
7
2
円

●
オ
ル
ビ
ス
株
式
会
社
／
啓
発
普
及
事

業（
能
登
震
災
支
援
）に
1
0
0
万
円

●
リ
タ
・
マ
ー
ク
ス
株
式
会
社
／
海
外

開
発
協
力
事
業
に
35
万
5
8
0
0
円

●
仙
台
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
／「
海

岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
30
万
4

5
4
0
円

●
九
州
電
力
株
式
会
社
／
人
材
育
成
事

業
に
30
万
円

●
一
般
社
団
法
人
M
D
R
T
日
本
会
／

「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
30
万

円●
西
尾
自
動
車
学
校
／
人
材
育
成
事
業

に
25
万
4
4
2
8
円

●
中
武
喜
久
代（
宮
崎
県
）／
人
材
育
成

事
業
に
20
万
円

●
社
会
福
祉
法
人
西
日
本
新
聞
民
生
事

業
団
／
人
材
育
成
事
業
に
17
万
円

●
オ
イ
ス
カ
大
垣
推
進
協
議
会
／
海
外

開
発
協
力
事
業
に
15
万
円

●
大
豊
工
業
株
式
会
社
／
人
材
育
成
事

業
に
10
万
1
6
8
8
円

●
デ
リ
シ
ャ
ス
株
式
会
社
／
海
外
開
発

協
力
事
業
と「
子
供
の
森
」計
画
に
合
わ

せ
て
10
万
3
円

●
四
国
電
力
総
連
／
啓
発
普
及
事
業
に

10
万
円

●
雨
谷
麻
世（
東
京
都
）／「
子
供
の
森
」

計
画
に
10
万
円

2
0
2
4
年
12
月
1
日
〜
2
0
2
5
年

1
月
24
日
ま
で
に「
2
0
2
4
オ
イ
ス

カ
冬
募
金
」に
い
た
だ
い
た
寄
附（
10
万

円
以
上
）は
次
の
通
り
。（
順
不
同
、
敬

称
略
）

●
株
式
会
社
大
江
鐵
工
／
50
万
円

●
株
式
会
社m

aruichi

／
20
万
円

●
石
見
康
男（
香
川
県
）／
15
万
円

●
森
崎
敏
彦（
香
川
県
）／
10
万
円

●
株
式
会
社
村
金
／
10
万
円

●
東
洋
金
属
株
式
会
社
／
10
万
円

●
森
藤
左
ェ
門（
愛
知
県
）／
10
万
円

●
松
井
徳
之
進（
静
岡
県
）／
10
万
円

●
佐
藤
稜
威
彦（
宮
城
県
）／
10
万
円

●
神
野
春
光（
愛
知
県
）／
10
万
円

●
根
本
明
美（
福
島
県
）／
10
万
円

アタリ

本誌掲載の記事・写真・イラスト
などの無断転載を禁じます。

今月の表紙写真

Photo by Arifandi

 

マングローブと背比べ
をする少女は、植林プ
ロジェクトに携わるお
じいちゃんに連れられ
て、いつも活動に参加
している大ベテランな
のだそう。マングロー
ブと共に健やかな成長
を！

TOPIC
ミャンマー
研修センターの今（仮）

（インドネシア・
　　　　　パメカサン）

5MAY
2024



■
令
和
7
年
3
月
1
日
印
刷
■
令
和
7
年
3
月
5
日
発
行
■
オ
イ
ス
カ
■
通
巻
7
1
5
号

3
M
A
RCH

20
25
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